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別 名：口内炎（抗がん剤投与による） 

英語名：Chemotherapy-induced oral mucositis (stomatitis)   

 

 

Ａ.患者の皆様へ 

 
 ここで紹介している副作用は、気づかずに放置していると重くなり健康に影響を

及ぼすこともあるので、早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、よ

り安全な治療を行う上でも本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族

に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」があることを知っていただき、気

づいたら医師、歯科医師または薬剤師に相談してください。 

 

 

 

 抗がん剤治療にともなう口内炎は薬による直接的な

作用と抵抗力の低下による細菌などの感染により発生

します。発生頻度は 30〜40％と比較的高い副作用です

が、重くなると治療の継続に悪影響を及ぼすこともあり

ます。抗がん剤治療中に次のような症状がみられた場合

には、放置せずに、ただちに医師、歯科医師あるいは薬

剤師に連絡してください。 

 

「口のなかの痛み・出血・熱いものや冷たいものがしみ

る」、「口の乾燥、口のなかが赤くなったり腫れる」、「口

が動かしにくい」、「ものがのみこみにくい」、「味がかわ

る」 

抗がん剤による口内炎 
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1.口内炎とは？ 
 口内炎とは、口の中にあらわれる粘膜の炎症性病変をいいま

す。抗がん剤によってできる口内炎は、抗がん剤が口の中の粘

膜にも作用して障害を起こすことがひとつの原因です。また、

抗がん剤による抵抗力の低下に基づく、口腔内の細菌感染など

から生じることもあります。口は、歯以外の部分が粘膜に覆わ

れており、食べ物の咀嚼 
そ し ゃ く

（噛み砕く）、消化、嚥下 
え ん げ

（のみこ

み）などの食事にかかわる働き、味覚のように食欲にかかわる

働き、会話にかかわる働きを持っています。また唾液は口の中

を湿らせて咀嚼を容易にし、味覚を助け、食べ物をのみこみや

すくし、口の中を清潔にする働きがあります。口内炎ができる

と、これらのたくさんの働きが障害されることになります。 
 

 

2.早期発見と早期対応のポイント 
 「口のなかの痛み・出血・熱いものや冷たいものがしみる」、

「口の乾燥、口のなかが赤くなったり腫れる」、「口が動かしに

くい」、「ものがのみ込みにくい」、「味がかわる」などの異常に

気づいたときや、不快な症状があるときは医師、歯科医師また

は薬剤師に相談してください。抗がん剤の投与後、数日から

10 日目ごろに口内炎が発生しやすくなります。 

また、痛みにより食事・会話がしづらくなるため、症状の悪化

にともなって体力低下の身体的苦痛はもちろんのこと、イライ

ラや不眠など精神的にも大きな苦痛をともなうことがありま

す。 
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※  医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療機器総合機

構の医薬品医療機器情報提供ホームページの、「添付文書情報」から検索することが出来ま

す。（http://www.info.pmda.go.jp/） 

    また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法人医薬品医

療機器総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されています。

（http://www.pmda.go.jp/index.html） 


